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特
産
の
白
菜

窃

今
年
は
日
照
続
き
で
栽
培
に
苦
労
し

た
が
、
広
々
と
し
た
畑
で
「
ず
っ
し

り
」
と
重
さ
を
感
じ
る
ひ
と
か
ぶ
ひ
と

か
ぶ
の
白
菜
を
切
り
取
る
生
産
者
の
顔

に
汗
の
ほ
ほ
え
み
が
わ
い
て
く
る
。

丸
泉
の
商
標
で
知
ら
れ
る
小
高
白
菜

は
、
今
収
穫
の
ま
っ
さ
か
り
で
、
商
標

入
り
の
ペ
ー
パ
ー
で

3
キ
ロ
ず
つ
に
束

ね
ら
れ
そ
の
日
の
う
ち
に
宇
都
宮
、
い

わ
き
、
福
島
方
面
の
消
費
地
に
ト
ラ
ッ

ク
で
出
荷
さ
れ
て
明
日
の
食
卓
に
新
せ

ん
な
白
菜
が
盛
ら
れ
る
。

「
や
わ
ら
か
く

re、お
い
し
い
」
丸
泉

白
菜
独
特
の
味
は
消
費
地
の
皆
さ
ん
に

嬉
ば
れ
て
い
る
。

一
日

i
-
＝
一
日

二
九
日

ク
二
五
日

中

旬 ク 八
日
0
日

上

旬
一
五
日 日

（

税

務

課

）

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
公
民

消
防
秋
季
訓
練
（
総
務

母
畑
営
農
推
進
協
議
会
（

産

業

仔
牛
セ
リ
市

妊
婦
健
康
相
談
（
母
子
セ
ン
ク
ー
）

第
十
二
回
農
業
委
員
会
（

企

画

室

）

母
畑
農
用
地
開
発
事
業
本
同
意

（

産

業

課

）

月

例

監

査

（

総

務

課

）

国
民
健
康
保
険
税
第
三
期
納
期
限

（
税
務
課
）

乳
幼
児
健
康
診
断
（
母
子
セ
ソ
ク
ー
）

家
屋
調
査

課） 館）課）
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＇’.
本
村
東
部
地
区
は
古
く
か
ら
葉

た
ば
こ
の
生
産
地
で
あ
る
が
最
近

兼
業
化
が
急
速
に
進
み
栽
培
面
積

が
年
々
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て

お

り
ま
す
。

如
何
に
し
て
規
模
拡
大
と
良
質

な
葉
た
ば
こ
の
生
産
を
上
げ
て
行

く
か
等
検
討
さ
れ
た
結
果
、
地
域

に
マ
ッ
チ
さ
れ
た
規
模
拡
大
が
出

来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
産
業
並

み
の
収
益
を
上
げ
得
よ
う
と
、
こ

こ
に
七
名
に
よ
る
四
辻
新
田
葉
た

ば
こ
生
産
組
合
が
発
足
し
た
。

葉
た
ば
こ
生
産
近
代
化
と
し
て

二
万
八
十
一
・
六
元
の
た
ば
こ
乾

本
村
で
は
、
乳
幼
児
の
病
気
や

径
我
を
一
日
も
早
く
な
お
し
健
や

か
な
成
長
を
図
る
た
め
、
村
内
に

住
ん
で
い
て
社
会
保
険
加
入
の
乳

幼
児
に
つ
い
て
、
生
ま
れ
た
日

（
叉
は
転
入
し
た
日
）
か
ら
満
―
―

オ
に
な
る
月
ま
で
、
支
払
っ
た
医

療
費
に
つ
い
て
乳
幼
児
の
保
護
者

に
助
成
金
と
し
て
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

で
は
助
成
対
象
に
な
る
乳
幼
児

を
お
時
ち
の
方
、
或
い
は
こ
れ
か

ら
お
持
ち
に
な
ら
れ
る
方
に
、
そ

の
手
続
き
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

①

助

成

対

象

者

玉
川
村
に
住
所
の
あ
る
乳
幼
児

（
ニ
オ
未
満
）
の
保
護
者
で
す
。

こ
こ
で
保
護
者
と
は
、
乳
幼
児
を

監
督
保
護
す
る
父
又
は
母
、
或
い

は
監
督
保
護
す
る
父
母
が
い
な
い

場
合
そ
の
乳
幼
児
を
養
育
す
る
人

を
い
い
ま
す
。

図
受
給
資
格
の
登
録

助
成
対
象
者
は
保
険
証
と
印
か

ん
を
お
持
ち
に
な
っ
て
役
場
（
本

庁
又
は
支
所
）
に
申
請
し
て
、
乳

幼
児
医
療
費
受
給
資
絡
の
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
受
給
資
格
証
の
交
付

受
給
資
格
の
登
録
に
よ
り
受
給

資
格
証
が
役
場
か
ら
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
診
療
を
受
け
る
と
き
保

＿
回
戦中
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(4) 

生辺辻

第
四
回
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
●
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
九
月

十
五

H
午
前
八
時
か
ら
、
玉
川
一

小
及
び
泉
中
学
校
の
校
庭
で
十
一

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
熱

戦
の
末
小
高
チ
ー
ム
が
初
優
勝
し

ま
し
た
。

南
須
釜
青
井
沢
の
鈴
木
庄
松
さ

ん
が
孫
の
庄
平
さ
ん
（
現
在
須
釜

中
―
―
一
年
）
が
学
校
卒
業
の
記
念
に

老
人
に
ッ
ニ
を
贈
り
た
い
と
永
い

年
月
を
か
け
み
が
き
あ
げ
た
立
派

な
ツ
ェ
百
本
を
お
年
寄
に
や
っ
て

ほ
し
い
と
寄
付
し
ま
し
た
早
速
九

月
十
五
日
玉
川
村
敬
老
会
の
席
上

に
お
い
て
お
年
寄
高
令
者
の
方
々

に
贈
り
ま
し
た
が
ッ
チ
を
い
た
だ

い
た
お
年
寄
達
は
こ
れ
で
益
々
長

生
き
で
き
ま
す
よ
と
大
喜
び
で
し

こ。t
 老

人
に
ツ
工
の

贈
り
物

決

勝lヽJ 
高
2
0ー
~
1
山
小
屋

（

ソ

フ

ト

大

会）

険
証
に
添
え
て
医
療
機
関
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

燥
場
を
七
棟
と
北
須
釜
た
ば
こ
第

二
惣
代
区
で
百
五
十
八
・
六
2m
の

四
棟
が
八
月
に
完
成
し
ま
し
た
い3

本
施
設
は
鉄
骨
乾
燥
ハ
ウ
ス
で

大
型
ハ
ウ
ス
を
利
用
見
、
中
葉
は

連
千
し
、
本
葉
系
は
完
全
幹
干
し

循
環
式
乾
燥
機
に
よ
る
火
力
乾
燥

で
良
質
葉
を
生
産
し
、
選
別
は
大

型
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
ペ
ル
ト
コ

ソ

ベ
ア
に
よ
る
共
同
選
別
を
行
い
労

働
時
間
の
短
縮
と
規
模
拡
大
を
図

り
高
い
生
産
性
と
経
済
的
な
経
費

の
実
現
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
も

の
と
期
待
さ
れ
る
。

ーヽ／中村字田新辻四

1
拠
出
年
金
の
額
を
来
年
一
月
よ

（
 

り
引
き
上
げ
、
二
十
五
年
加
入

スウ

の
金
額
を
附
加
年
金
を
含
め

ヽ≪ヽ

て
、
夫
婦
月
額
五
万
円
の
水
準

型大た
と
す
る
。
十
年
年
金
は
月
額
一

万
二
千
五
百
円
（
現
行
五
千

来出j

円
）
、
五
年
年
金
は
月
額
八
千

円
（
現
行
一
一
千
五
百
円
）
、
そ

1

目宅氏
の
他
障
害
年
金
の
最
底
保
障
額

引
き
上
げ
る
。

乎噌
t
2
拠
出
年
金
に
つ
い
て
、
厚
生
年

金
と
同
様
の
ス
ラ
イ
ド
制
を
導

須

入
す
る
。

．

3
保
険
料
を
来
年
一
月
よ
り
、
一

律
月
九
百
円
と
し
、
昭
和
五
十

年
一
月
以
降
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
。

4
高
齢
者
の
住
意
加
入
を
再
開

し
、
加
入
し
な
か
っ
た
人
に
再

ぴ
五
年
年
金
の
途
を
ひ
ら
く
、

乳
幼
児
ー
満
ニ
オ
に
な
る
月
ま
で
1

の
医
療
費
無
料
化

十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す

助
成
の
申
請

診
療
を
受
け
た
と
き
は
医
療
機

関
か
ら
乳
幼
児
医
費
助
成
申
請
書

に
証
明
し
て
も
ら
い
役
場
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
か

昭
和
四
十
八
年
度
は
、
福
祉
元

年
の
年
と
も
言
わ
れ
て
い
る
中

で
、
国
民
年
金
法
の
一
部
が
、
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

一
ー
福
祉
年
金
ー

l

1
福
祉
年
金
の
額
を
今
年
十
月
か

ら
、
老
齢
悟
祉
年
金
月
額
五
千

円
（
現
行
＿
―
-
千
一
二
百
円
）
、
障

害
福
祉
年
金
月
額
七
千
五
百
円

（
現
行
五
千
円
）
、
母
子
、
準
母

子
福
祉
年
金
月
額
六
千
五
百
円

ら
、
あ
ら
か
じ
め
交
付
を
受
け
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。

＠

助

成

金

の

交

付

助
成
申
請
書
の
内
容
を
審
査
し

た
上
、
助
成
金
額
を
決
定
し
て
交

付
い
た
し
ま
す
。

⑥
変
更
届
に
つ
い
て

加
入
保
険
な
ど
の
変
更
が
あ
っ

た
と
き
に
、
す
ぐ
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
村
の
国
民
健
康
保
険

加
入
の
乳
幼
児
（
ニ
オ
未
満
）
に

つ
い
て
は
四
月
か
ら
十
割
給
付
を

行
な
っ
て
お
り
前
記
の
よ
う
な
手

読
ぎ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
ら
ご
や

六

年

鈴

木

正

浩

今
月
号
よ
り
村
内
小
中
学
校

の
児
童
、
生
徒
作
品
め
ぐ
り
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
品
に
つ
い
て
は
、
作
文
、
短

歌
、
図
画
、
習
字
等
で
原
稿
は

広
報
た
ま
か
わ
原
稿
用
紙
(

1
1
 

百
六
十
字
詰
）
四
枚
程
度
掲
載

順
序
は
、
須
釜
小
学
校
、
四
辻

分
校
、
玉
川
第
一
小
学
校
、
川

辺
小
学
校
、
須
釜
中
学
校
、
泉

中
学
校
の
順
で
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
ね
ん
し
お
さ
わ
ま
つ
よ

て
ん
ぷ
ら

二

年増
子

卓

也

と
じ
よ
う
の

釜

小

学

校

‘̀ 
児
童
・
生
徒
作
品

須

玉
一
小
で

（
現
行
四
千
―
―
一
百
円
●
に
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
る
。

2
現
在
の
障
害
福
祉
年
金
受
給
者

は
一
級
障
害
該
当
者
の
み
で
し

た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

支
給
対
象
を
二
級
障
害
ま
で
拡

大
し
て
、
月
額
五
千
円
を
支
給

す
る
。

3
来
年
一
月
よ
り
、
谷
側
の
老
人

（
現
在
六
十
七
オ
ー
六
十
九
オ
）

の
方
に
対
し
て
、
月
額
四
千
円

の
老
齢
特
別
給
付
金
を
支
給
す

る。

4
受
給
者
本
人
、
配
偶
者
、
扶
疵

義
務
者
の
所
得
制
限
、
公
的
年

金
受
給
と
の
併
給
制
限
を
大
幅

に
緩
和
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

国
民
年
金
の
年
金
額

郡

P
T
A
大
会

父
母
と
教
師
は
、
子
ど
も
を
ど

う
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

を
真
剣
に
考
え
、
今
後
の

P
T
A

活
動
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
を

H

的
と
し
て
、
第
十
八
回
石
川
地
方

連
合
P
T
A
大
会
は
九
月
二
十
六

日
午
前
九
時
か
ら
玉
川
第
一
小
学

校
を
会
場
に
関
係

P
T
A
全
員
四

百
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
な
わ

れ
、
会
科
会
で
は
、
組
織
活
動
を

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
会
員
の
教

養
を
高
め
る
に
は
ど
う
ょ
た
ら
よ

（
そ
の

1
)

お
じ
い
さ
ん
が
「
ど
じ
ょ
う
の

て
ん
ぷ
ら
を
つ
く
れ
。
」
と
い
い

ま
し
た
。

な
べ
に
ど
じ
ょ
う
を
い
れ
て
さ

け
を
い
れ
た
ら
ど
じ
ょ
う
は
く
る

し
く
て
と
び
だ
し
て
だ
い
ど
こ
ろ

じ
ゅ
う
に
、
あ
ば
れ
て
し
ま
っ

こ。
キー

公
民
館
と
呆
、
須
釜
の
両
如
人

会
共
催
の
、
玉
川
村
婦
人
会
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
は
、
九
月
十
七
、
八

日
の
一
泊
二

11、
猪
苗
代
町
に
あ

る
阻
立
料
梯
年
1
年
の
家
で
七
十
一

名
が
参
加
し
て
、
婦
人
会
活
動
を

一
府
迎
展
さ
せ
る
た
め
の
リ
ー
ダ

ー
の
役
割
等
に
つ
い
て
、
有
窃
義

な
研
修
を
し
て
き
ま
し
た
。
＇

い
か
、
子
ど
も
の
校
外
生
活
指
導

を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
等

に
つ
い
て
、
・
真
剣
に
話
し
あ
い
を

し
、
記
念
講
演
な
ど
が
あ
り
、
全

体
会
で
は
平
田
村
に
あ
る
定
時
制

小
野
高
分
校
の
独
立
全
日
制
昇
格

を
要
望
す
る
決
議
を
し
て
、
有
意

義
に
大
会
を
終
り
ま
し
た
。

）
 

わ
た
し
も
つ
か
ま
え
て
て
つ
だ

っ
た
。

に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
し
て
、
な
か
な
か

つ
か
め
な
か
っ
た
。

う
ち
の
ね
こ

ぽくの家のねこは、コロと

いいます。60セソチぐらいの

ぉとなのねこです。

ぼくが帰るとかくれてい

て、匠くが家にはいると外へ

出ていきます。ぽくがつかま

えようとするとすばやくにげ

てしまいます。コロは、ぽく

がきらいかな。

年金の種類 現 行 法 改 正 法

老齢年金 320円x納免付除済月徴月徴＋ 800円円X納除付済数月数十

) I 定額部-分- --
320円X X怜 800 X免月 X ½

'----------―→ --------・ ------ "'—---------------
附加部分 180円x納付済月数 ・200円x納付済月数

し納ュ，＂付分済（月期額間 2）5年の者の定額 8,000円 20,000円

『開口伍分済（期月額間4）0年の者の定額 12,800円 32,00J円

150年年老老齢齢年年金金 （(月//額)老） 5 , 0 0 0 円円 1 2 , 5 0 0 円円
2,500 8,000 

5に,,0000月00額円円老齢福祉年金（月 額） 3,300円 67 ,.__,、6
老齢特別9給オ付の金人4 

障害年金 老齢年金額x腐 現行法と同じ

1 級 （月額10,560円保障） （月額24,000円保障）

老齢年金額x100 現行法と同じ

2 級
郎

（月額20,000の保障）（月額 8,800円保障）

障害福祉年金 5,000円 7,5CO円
1 級級 （( 月// 額) ） 
2 5,000円

母子・準母子年金 8,400円 1 20,000円

母子福祉：・準母子福祉年金 4,300円 6,500円

金 s, 4oor1i I 
---・―:--= ....::.: . .:~.;:.:.;; 

遺 ノIヨし 年 20,000円

◎
 

婦
入
会
の

リ
ー
ダ
ー
研
修
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建設事業等内訳、補助
業名決算額

地積調査事業 8,409 

業（単位千円）単独事業

事業名 1決算額

過年発生災害復旧事業 19,801 

須釜小学校建築事業
73,750 村員道箪均整備翻事層業（オー期分） I 6,406 

へき地対晨策山事漁業村振興
特別 2,_985 砕 石 事 業し 2,475 

計 108,059、 学校プール建設事業 12,675 

広域簡易水道 業 10,000 

中老朽溜池工 4,544 

計 69,928 

昭和47年度の国保会計決算収支状況
(1)収入・支出割合

保健施設その他
2,226千円
2.8% 

保険給付費

73,287千円
90.3% 

(2) 国民健康保険事業の推移

繰越金

8t218千円

8.7% 

（注） 1世帯当り及び1人当りの医療費は医療給付費の費用額である。

保険税

32,747千円

34.7% 

＠ 国保特別会計 ＠ 
歳入金額 94,355,530円に対し
載、出金額 81,138,183円で
歳入歳出差引残金 13,217,347円
⑥ 水道料会計
歳入金額 66,183,000円に対し
歳出金額 6:4,,237,444円で
歳入歳出差引残金 1,945,569円
以上3会計とも黒字で決算きれました。
なお、財源内訳、比率等は表のとおり。

般会計

国庫支出金

52,462千円
55.6% 

区分 被保険者（平均） 保 険 税 療養給付費 1世帯当り 1 人当り 1件当り

年度 世帯 人員 調定額 納入額 納入率 受診件数 費用額 受診率 税調定額 医療費 税調定額 医療費 費月額

30 1,233 8,029 2,908,74円3 2,363,243 円 s1.s 10,498 件 7,774,60円4 131.1％ 0 2,35塁 6,3嘉 這 贔 贔
35 1,225 7,586 ,,,,4,445,940 4,064,240 91.4 14,534 15,137,159, 197.76 3,635 12,377 586 1,995 1,041 

40 1,201 6,706 12,344,790 12,095,460 98.0 19,018 36,112,784 283.60 10,279 30,069 1,841 5,385 1,899 

43 1,181 6,129 18,166,180 17f850,210 98,Z 20,348 53,362,206 332.00 15,382 45,184 2,964 8, 7.07 2,622 

44 1,180 5,976 22,808,190 22,297,680 97.8 21,409 66,869,891 358.25 19,329 56,669 3,817 11,190 3,123 

45 1,158 5,716 27,676,960 27,374,690 98.9 21,580 73,845,773 377.54 23,901 63,770 4,842 12,919 3,422 

46 1,136 5,306 30,155,270 29,808,850 98.9 21,195 79,316,778 399.45 26,545 69,821 5,683 14,949 3,742 

47 1,133 5,192 ·~,673, 160 32,423,600 99.2 22,243 101,795,721 ,428 .41 28,838 89,846 6,245 19,606 4,577 

昭和 47年度歳入歳出決算総括表

四
十
七
年
度
決
算

一
般
会
計
四
億
を
超
す

（単位円）

歳 入 本 年 度 前 年 度 比 較 決算額 歳 出 本 年 度 削" 年 度 比 較 決算額
の人口 の人口

構成比 決算額 構成比 増減額
1人

決算額 構成比 決算額 構成比 増滅額 当1り額人科 目 決算額 当り額 科 目

1. 村 税 52,620,021 12.3 47,5291089 15.7 5,090,932 7,188 1. 譲 会 費 10,150,752 2.5 7,994,402 2.8 2,, 156,350 1,387 

2. 地方譲与税 4,,o;M, ooo o.~ 850,000 0.3 3,184,000 551 2. 総 務費 65,083,157 16.1 53,256,854 18.6 11,826,303 8,891 

3 ・交自動車付取ヽ 得税金、し、 4,797,000 1.1 3,868,000 1. 3 929,000 655 3、民 生 費 38,258,105 9.4 23,172,399 8.1 15,085,706 3,166 

地方灰·~ 106,395,000 48.3 160,582,000 53.1 45,813,000 28,196 4. 衛生 費 8,991,246 2.2 5,967,454 2.1 3,023,792 815 

5 亀 分負担金担及金び 5,976,212 1.4 3,499,969 1.1 2,476,243 816 5. 労 働 ↓費 31,126 lj661,046 0,6 △ 1,629,920 227 

6 ，使用料及び 3,601,388 0.8 2,877,117 1.0 724,271 492 6. 農林水産業費 44,060,187 10.9 42,985,666 15.0 1,074,521 5,872 ・手数料

7. 国庫支出金 47,832,235 11.2 19,944,624 6.6 27,887,611 6,534 7. 裔 工 費 1,552,620 0.4 1,390,000 0.5 162,620 212 

8. 県支出金 18,671,341 4.4 20,142,699 6. 7 △ 1,471,358 2,551 8. 土 木 費 67,790,649 16. 7 41,542,655 14.5 26,247,994 9, 岱l

9 .. 財産収入 932,150 0.2 3,623,498 1.2 △ 2,691,348 127 9. 消 防 費 5,646,345 1.4 6,105,387 2.1 △ 459,042 771 

10. 寄 附金 1,746,000 0.4 l, 993,-959 1.7 △ 247,959 239 10. 教育 費 124,412,379 30. 7 67,967,839 23. 7 56,444,540 16,・996 
-

11. 繰 入金

゜ ゜
11. 災害復旧＂ 費 191801, 116 4.9 15,797,605 5.6 4,003,511 2,705 

12. 繰 越金 16,058,086 3.8 12,692,197 4.2 3,365,.889 2,194 12. 公 偵 費 9,472,664 2.3 7,412,885 2.6 2,059,779 1,294 

13. 諸 収入 4,637,917 1.1 4,509,126 1. 5 128,791 634 13. 諸支出金 10,000,000 2.5 11,000,000 3.8 △ 1,000,000 1,366 

14. 村 債 60,100,000 14.l 20,200,000 6.6 39,900,000 8,210 14. 予 備 費

゜ ゜15. 交別通交対付策特金 195,000 195,000 27 
I 

歳入合計 427,5961350→ 100.0 802,312,278 100,0 125, 284, 072 58,414 歳出合計 405,250,346 100.0 286,254,192 100.0 118,996, 154 52,963 
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玉
川
村
職
員
採
用

候
補
者
初
級
試
験

ね
た
き
り
老
人
に
対
す
る
老
人

医
療
費
の
支
給
に
つ
い
て

場

所
相
談
員

日

行
政
相
談
週
間
の
行
事

◎
巣
を
見
つ
け
撲
滅

◎
産
卵
期
は

こ
の
ア
メ
リ
カ
ッ
ロ
ヒ
ト
リ
は
白
い
小
さ
な
ガ
で
戦
後
ア

メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
入
っ
て
き
た
害
虫
で
す
。

垣
根
を
は
じ
め
庭
木
や
農
作
物
に
被
害
を
与
え
ま
す
が
、

当
村
に
お
い
て
も
旧
泉
地
区
の
国
道
及
び
鉄
道
沿
に
昨
年
よ

り
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
ジ
ロ
ヒ
ト
リ
の
生
態
と
撲
滅
の
方
法
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
発
見
し
た
ら
幼
虫
の
う
ち
に
退
治
す

る

よ

う

に

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

一

こ
の
害
虫
は
、
六
月
上
旬
と
八

月
か
ら
九
月
の
年
二
回
発
生
し
ま

す。
第
一
回
目
の
ガ
は
五
月
に
で
て

卵
を
う
み
幼
虫
は
六
月
初
め
か
ら

発
生
し
ま
す
。

第
二
回
目
の
幼
虫
は
八
月
中
、

下
旬
こ
ろ
か
ら
発
生
し
始
め
九
月

ご
ろ
か
ら
蛹
に
な
り
そ
の
ま
ま
冬

を
越
し
ま
す
、
産
卵
は
一
枚
の
葉

に
約
一
千
粒
か
ら
二
千
粒
の
卵
を

か
た
め
て
生
み
ま
す
。
注
意
し
て

木
の
葉
を
見
る
と
発
見
で
き
ま

す
。
発
見
し
た
ら
葉
を
も
ぎ
取
屯

焼
く
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ

い
。
一
枚
の
葉
を
処
分
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
本
の
木
を
守
れ
ま

す。
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
は
、
糸

を
は
き
巣
を
作
り
、
そ
の
中
で
生

活
し
ま
す
。

巣
は
葉
を
ま
る
め
、
合
わ
せ
た

り
す
る
の
で
、
発
見
し
や
す
い
で

す
。
そ
の
巣
を
取
っ
て
焼
く

お
知
ら
せ

行
政
管
理
庁
で
は
、
行
政
相
談

制
度
に
つ
い
て
、
広
く
み
な
さ
ま

方
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
全
国
一
斉
に
十
月
十

四
日
（
日
）
か
ら
十
月
二
十
日

（
土
）
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
、
こ
の
期
閻
中
、
い
ろ
い

ろ
の
行
事
を
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
L
た。

当
村
に
お
き
ま
し
て
も
左
記
に

よ
り
行
政
相
談
と
心
配
ご
と
相
談

の
合
同
相
談
所
を
開
設
す
る
こ
と

七
十
オ
は
上
の
者
に
つ
い
て
ほ

既
に
老
人
医
療
費
の
無
料
化
（
医

療
費
の
公
費
負
坦
）
が
行
な
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
老
人
医
療

費
支
給
制
度
が
改
善
さ
れ
、
昭
和

四
十
八
年
十
月
一
日
よ
り
六
十
五

才
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
（
臥
床

し
て
い
る
者
の
み
で
な
い
）
に
対

し
て
も
医
療
費
を
公
費
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
対
象
者
は

六
十
五
才
以
上
七
十
才
未
満
の
ね

た
き
り
老
人
等
で
国
民
年
全
法
の

障
害
等
級
が
一
級
、
二
級
の
者
及

び
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
障
害
程

度
等
級
の
一
級
か
ら
四
級
ま
で
の

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
役
所
の
仕

事
に
不
乎
、
不
満
の
あ
る
方
や
心

配
ご
と
の
あ
る
方
は
ご
利
用
下
さ

る
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

已―-＝云
時
十
月
二
十
五
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
二

時
ま
で

玉
川
村
公
民
館

行
政
相
談
委
員
心
配
ご

と
相
談
員

者
そ
の
他
各
種
年
金
保
険
法
等
に

あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
規
定
の
障

害
等
級
は
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
該
当
者
は
役
場

に
申
請
手
続
さ
れ
る
よ
う
お
知
ち

せ
し
ま
す
。

一
、
募
集
職
種

一
般
事
務
、
農
業
士
木
、
土
木

二
、
受
験
資
格

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
以
降

に
生
れ
た
者
で
学
校
教
育
法
に

砂房輝躙砂°》
防
除
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

石
川
地
方
老
人
作

品
展
が
開
か
れ
ま

す

：忍婆攀婆季婆姿婆蕊垂姿婆季婆忍多蕊姿季忍翁翁i季季季忍蕊翁蕊忍姿姿各姿各姿姿忍忍姿季忍；忍姿姿季裔忍忍攀姿季各季忍婆季婆忍封季婆忍婆忍婆季斎婆忍各姿婆忍季姿忍婆忍忍季攀；支攀姿姿裟；攀姿攀姿忍翁攀各攀；；
昭和45年 10月1日（国勢調査）昭和48年10月1日現在

大字名 戸数 女
I 
計 戸数 男 I 女 計男

JI I 辺 19r 48か 54f' 1,03人4 這 人 疇 98ふ470 

蒜 生 50 ]25 134 259 50 125 130 255 

小 高 207 507 530 1,037 208 501 504 1,005 

中 161 356 365 72'1 164 367 381 748 

竜 崎 136 361 377 738 136 355 384 739 

岩法寺 83 230 ;253 483 86' 231 .・ 244 475 

小計 833 2,066 2,206 4,272 839 2,049 2,162 4,211 

南須釜 284 715 748 1,463 265 6・46 664 1,310 

北須釜 146 391 413 804. 143 376 405 781 

吉 75 212 2ll 423 75 199 203 402 

山小屋 39 92 123 215 40 91 110 201 

山新田 7 18. 22 40 7 18 22 40 

四辻新田 51 130 131 261 47 130 123 253 

小・計 602 1,558 1,648 3,206 577 1,460 I 1.s21 2,987 

合計 11.4351 3.s24 J 3,8541 1.418 I 1.41s J s.5□9 i s.6s9 J 7. 198 

玉
川
村
の
十
月
一
日
現
在
の
人

ロ
が
集
計
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

我
が
村
の
人
口

場

所
出
品
者

出
品
物

節
税
と
経
営
の
合
理
化
に

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
よ
う

み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
2
'

棒
の

先
に
油
布
を
付

け
て
巣
を
焼
く

の
も
良
い
方
法

で
す
。

◎
薬
剤
の

散
布
は

巣
は
六
月
ご
ろ

か
ら
八
月
！
九

月
の
年
二
回
、

サ
ク
ラ
、
プ
ラ

タ
ナ
ス
、
ヤ
ナ

ギ
、
ク
ワ
、
カ

ーキ
、
ミ
ズ
キ
な

ど
に
と
く
に
多

.＜

み

ら

れ

ま

す。
や
は
り
幼
虫

か
小
さ
い
巣
の
中
の
時
期
に
薬
剤

を
散
布
し
ま
す
。

一
薬
剤
は
、
農
薬
用
の

D
E
P
剤

（
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
）
や

D
D

V
P
剤、

M
E
P
剤
（
ス
ミ
チ
オ

青
色
申
告
を
す
る
と
、
青
色
申

告
控
除
や
青
色
専
従
者
給
与
の
ほ

か
数
多
く
の
特
典
が
あ
り
税
金
が

安
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
四
十
八
年
の
所

得
金
額
が
二
百
万
円
で
、
事
業
専

従
者
が
妻
と
長
男
、
扶
養
親
族
子

供
二
人
の
平
均
的
な
お
店
の
場

よ
る
高
等
学
校
以
上
の
学
校
を

卒
業
し
た
者
及
び
昭
和
四
十
九

年
―
―
一
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者
三
、
試
験
の
方
法

日

教

養

試

験
(

1

次
試
験
）

⇔
口
述
試
験
（
一
次
試
験
合

格
者
に
対
し
行
な
う
）

四

身

上

調

査

四
、
試
験
の
期
曰
及
び
場
所

日

期

日

昭

和

四

十

八

年

十
一
月
十
八
日
（
日
）

⇔

場

所

郡

山

市

県

立

安

積
女
子
高
等
学
校

五
、
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

日
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
役
場
（
総
務

課
）
で
交
付
し
ま
す
。

⇔
申
込
の
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
役
場
（
総
務
課
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国

受

付

期

間

＇

昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日

か
ら
十
月
―
―
-
+
―
日
ま
で

（
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
）

六
、
そ
の
他

こ
の
試
験
に
関
し
、
不
明
な

点
は
役
場
総
務
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

第
三
回
石
川
地
方
老
人
作
品
展

示
会
が
次
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す

か
ら
特
技
等
に
よ
る
作
品
を
出
品

さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
日
昭
和
四
十
八
年
十
一
月

一
日

i
四
日
迄

石
川
町
体
育
館

六
十
オ
以
上
の
者

老
人
自
身
が
作
製
し
た

も
の
で
揖
画
・
彫
刻
・

陶
芸
・
木
工
•
竹
わ
ら

各
工
芸
品
等
と
し
原
則

と
し
て
一
単
位
老
人
ク

ラ
プ
当
十
点
程
度
、
出

品
物
は
原
則
と
し
て
即

売
す
る

三
年
間
で
二
百
八
十
人
減
少

鞠

合
、
青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
人

の
税
額
は
。

約
二
十
二
万
六
千
円
、
青
色
申

告
を
し
て
い
る
人
の
税
金
は
約
七

万
七
千
円
と
な
り
、
十
四
万
九
千

円
も
安
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
経
営
の
合
理
化
に
忍

役
立
ち
ま
す
か
ら
、
ま
た
青
ク

（
税
務
課
）

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
家
屋

調
査
を
、
十
月
よ
り
実
施
い
た
し

ま
す
か
ら
役
場
の
係
員
が
出
向
い

た
時
は
よ
ろ
し
く
御
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

家
屋
調
査
に
御
協
力
を

ソ
）
、
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ソ
剤
が
よ
く

き
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
説
明
書
に
書
い
て
あ

る
濃
度
に
う
す
め
て
使
っ
て
下
さ

、0
し

アメリカヒロヒトリ退治のコッ
卵か幼虫のときがカンタン
絲を食ぺ荒らすアメリカヒ 0 ヒトリのシー

ズンです。

桜、柳、桑、プラ・タナスなどの葉に好んで

産卵します。

蛹ゃ卵、幼虫の巣をみつけたら、すぐ騎みつ

ぶすか、焼き殺すのが、退治の虎の巻です。

1退治しやすい 1

し期間→l
14'"  j 
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4月 8月

土
地
の
買
売
、
あ
る
い
は
交
換

な
ど
を
し
て
登
記
ま
せ
て
い
な
い

土
地
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
土
地
は
長
い
問
に
譲
渡

人
が
死
亡
し
た
り
、
代
替
り
な
ど

で
登
記
の
手
続
き
が
め
ん
ど
う
に

な
り
ま
す
。

買
売
交
換
な
ど
を
し
て
、
登
記

し
て
い
な
い
土
地
が
あ
り
ま
し
た

ら
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
手
続
き

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま

す。
な
お
、
そ
の
土
地
が
農
地
の
場

合
は
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要

で
す
の
で
、
当
該
土
地
の
登
記
簿

謄
本
、
譲
渡
人
、
譲
受
人
の
印
鑑

証
明
書
と
申
請
者
に
添
付
し
て
農

業
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ

、0
ー

九

月

日

現

在

有

権

者

数

登
記
の
す
ん
で
い
な
い

土
地
は
な
い
で
し
よ
う

ヵヽ

~
 

9月 10月

（須
賀
川
税
務
署
）

か
い
を
し
て
い
な
い
方
は
、
こ
と
し

か
ら
ど
う
ぞ
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
税
務
冴
に

お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
等
の
妻
に
対
し

特
別
給
付
金
が
継
続
支

給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
命
が
昭
和
三
十
八
年
法
律
が

制
定
さ
れ
既
に
二
十
万
円
の
国
州

債
券
に
よ
り
受
給
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
今
回
法
律
の
改
正
に
よ
り
六

十
万
円
継
続
支
拾
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
十
月
一
日
に
前

回
の
特
別
給
付
金
を
受
け
る
権
利

を
取
得
し
た
者
で
あ
っ
て
昭
和
四

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
死
亡
、
国
籍
喪
失
、
婚
姻
等
に

よ
り
公
務
扶
助
料
、
特
例
扶
助

料
、
遺
族
年
金
、
特
例
遣
族
年

金
、
遺
族
給
与
金
を
受
け
る
権
利

を
失
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
い

ず
れ
も
今
回
の
特
別
給
付
金
を
受

け
る
権
利
を
取
得
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

公
職
選
挙
法
第
二
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
九
月
一
日
を

基
準
日
と
し
て
九
月
十
日
に
選
挙

人
名
簿
の
定
時
登
録
を
行
な
い
ま

し
た
が
、
九
月
一
日
現
在
の
有
権

者
は
昨
年
よ
り
三
十
六
名
増
え
男

二
‘
―
―

1
0
二
名
女
二
、
四
八
九
名

計
四
、
七
九
一
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

四
十
五
年
十
月
一
日
国
勢
調
査
時

に
比
較
す
る
と
、
三
年
間
に
戸
数

で
十
九
戸
、
人
口
で
二
百
八
十
人

減
少
し
て
お
り
ま
す
。

＊
字
別
の
戸
数
及
び
人
口
は
別

表
の
と
お
り
。



広報 たまかわ No. 86 昭和48年10月1日 8
 ... 一lllllll-lllllll-11111111-1111111—1111111•­

： ： 
： 本

年
も
厚
生
省
告
示
第
二
五
四

号
に
よ
り
十
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
迄
を
期
間
と
し
共
同
募

金
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

全
国
一
斉
に
こ
の
運
動
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
国
民
の
皆
ん
が
応

分
の
募
金
を
な
し
『
た
す
け
合

い
』
を
す
る
国
家
的
運
動
で
す

が
、
本
年
の
本
村
募
金
目
標
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
近
日
係
の

者
が
各
家
庭
に
お
伺
ひ
す
る
こ
と

た
な
り
ま
す
の
で
何
分
の
御
協
力

下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
共
同
募
金
目
標

合
計
二
九
四
、

0
0
0円

内
訳

ご
協
力
お
願
い

共
同
募
金

運

動

に
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g̀ 

拙

火

の

虫

ふ

IIm

奥

宮

の

昼

を

ひ

と

な

く

虫

し

ぐ

れ

111

ほ
う
つ
き

．

皿

鬼

灯

の

色

染

め

分

け

て

、

宜

け

し

や

く
令

皿

葛

引

き

て

花

の

こ

ぽ

る

る

石

切

場

一

鈴

虫

の

更

け

ゅ

＜

庭

ゃ

ひ

と

り

居

に

mII

llm

目

に

浮

ぶ

孫

の

顔

あ

り

秋

の

雲

，

[．

露

こ

ぼ

す

葡

萄

を

も

げ

り

蒔

絵

盆

皿

奥

宮

の

径

を

と

ざ

し

て

葛

咲

け

り

[

血

な

な

か

ま

ど

実

と

な

り

滝

の

細

り

つ

つ

ざ
三
—
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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四南岩中小川
辻

部

新
須法

w釜寺 高辺 落

死

亡

者

氏

名

年

令

小

針

由

信

(56)

渡

辺

ヶ

サ

品

ぢ

駒

木

根

賢

一

(
4
)

小

針

経

義

(33)

青

山

マ

チ

ョ

(61)

渡

辺

秋

寿

(77)

世

帯

主

名

続

柄

主

茂

房

の

養

父

高

原

竹

義

母

昭

長

男

主

ハ

ツ

子

の

夫

孝

妻

金

一

父

（
九
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

，
 

＿
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

部
'
j
 

クtヽJ 
ク中南

須

釜

塩小矢溝野磯

出

沢針吹井崎目生

児

由秀隆和敦恵氏

名

美一子正子子

義竹嘉正 藤世

次宏帯
主

房郎雄八 ー名

ク 4 // 

高

1' 

辺落

続

柄孫ク

為
お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
九
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

ー
き
な
こ
、
そ
ば
粉
等
が
あ
り
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン

B
と
同
様
に

E
の

不
足
も
血
行
を
悪
く
し
て
低
血
圧

の
人
に
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
小
麦
や
米
の
胚
芽
油
を
は
じ

め
、
大
豆
油
、
と
う
も
ろ
こ
し

油
、
米
ぬ
か
油
、
ビ
ー
ナ
ッ
油
、

オ
リ
ー
プ
油
、
卵
、
・
コ
マ
、
と
う

も
ろ
こ
し
、
ざ
つ
ま
芋
等
に
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。

④
少
量
の
香
辛
料
、
ク
エ
ソ
酸

（
果
物
）
エ
キ
ス
分
（
ス
ー
プ
）

等
適
屋
に
こ
れ
ら
の
も
の
は
得
酸

の
分
必
を
高
め
食
慾
刑
進
に
役
立

ち
ま
す
。

⑤
塩
味
は
お
い
し
い
と
思
う
程

度
に
し
、
極
端
に
多
く
と
ら
な
い

様
に
。

⑥
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
食
慾
増
進

の
た
め
に
良
質
の
蛋
白
質
を
さ
か

な
に
の
む
こ
と
は
よ
い
。

⑦

目

ま

い

が

L
た
り
、
非
常
に

つ
か
れ
た
時
は
、
ぶ
ど
う
酒
を
用

い
る
と
よ
い
。




